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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 19,008 4.3 968 △3.1 1,105 △30.4 867 △21.0

2021年３月期第２四半期 18,225 6.3 1,000 4.2 1,588 53.5 1,099 9.6

（注）包括利益 2022年３月期第２四半期 824百万円（△35.2％） 2021年３月期第２四半期 1,272百万円（231.1％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 22.72 －

2021年３月期第２四半期 28.54 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第２四半期 48,762 31,674 64.8 824.88

2021年３月期 48,697 31,451 64.5 823.01

（参考）自己資本 2022年３月期第２四半期 31,604百万円 2021年３月期 31,427百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 15.00 － 18.00 33.00

2022年３月期 － 15.00

2022年３月期（予想） － 15.00 30.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 39,000 3.0 2,300 △0.1 2,500 △15.9 1,700 △18.3 44.33

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期２Ｑ 40,000,000株 2021年３月期 40,000,000株

②  期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 1,771,460株 2021年３月期 1,814,260株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 38,204,073株 2021年３月期２Ｑ 38,512,603株

  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将

来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

四半期決算補足資料は2021年11月11日（木）に当社ホームページに掲載いたします。

当社は、2021年12月２日（木）にアナリスト向け説明会（ライブ配信）を開催する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間は、新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の解除、発令が繰り返され、感染拡大・

収束の一進一退の不透明な状況が続いています。また一方で、ワクチン接種の進展を背景とした正常化後に向けて

動き出した世界経済は供給制約による資源価格、材料価格の上昇、物流の逼迫、人手不足等の次なる課題に対峙す

ることも余儀なくされる状況にあります。

そのような状況下、当社グループは比較的新型コロナウイルス感染症拡大の影響を直接受けることは少なく、当

第２四半期連結累計期間の連結売上高は190億８百万円（前年同四半期比4.3％増）となりました。

　損益面では脱炭素化に向けた研究開発費の増加、鋼材をはじめとした原材料費の増加や人件費等の増加があり、

連結営業利益９億68百万円（前年同四半期比3.1％減）となりました。連結経常利益は、前期、大口の特別配当金

の計上があり11億５百万円（前年同四半期比30.4％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益８億67百万円（前年

同四半期比21.0％減）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

＜アスファルトプラント関連事業＞

　国内の製品及びメンテナンス事業ともに前年同四半期比減少しました。海外の売上高は、前期比増加しました。

この結果、当事業の売上高は、前年同四半期比3.5％減の91億89百万円となりました。当第２四半期連結累計期間

における受注高は前年同四半期比減少、受注残高は前年同四半期比増加しました。

＜コンクリートプラント関連事業＞

　国内の製品及びメンテナンス事業ともに前年同四半期比増加しました。この結果、当事業の売上高は、前年同四

半期比13.6％増の55億89百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における受注高、受注残高は前年同四半

期比増加しました。

＜環境及び搬送関連事業＞

　環境製品、搬送製品ともに売上高は前年同四半期比増加しました。この結果、当事業の売上高は、前年同四半期

比49.3％増の15億81百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における受注高、受注残高は前年同四半期比

減少しました。

＜その他＞

　土農工具、モバイル事業の売上高が前年同四半期比増加しました。仮設機材の売上高は前年同四半期比減少しま

した。この結果、当事業の売上高は、前年同四半期比2.7％減の26億47百万円となりました。当第２四半期連結累

計期間における受注高、受注残高は前年同四半期比減少しました。

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は487億62百万円となり、前連結会計年度末と比較して64百万円の増加と

なりました。

　流動資産は、320億82百万円となり、前連結会計年度末と比較して２億99百万円減少いたしました。主な要因

は、現金及び預金の８億27百万円、商品及び製品の４億86百万円、仕掛品の７億59百万円それぞれ増加、受取手形

及び売掛金の21億63百万円、電子記録債権の３億60百万円それぞれ減少したこと等によるものです。固定資産は、

166億80百万円となり、前連結会計年度末と比較して３億64百万円増加いたしました。主な要因は、建物及び構築

物の４億81百万円、のれんの１億13百万円、その他の78百万円それぞれ増加、投資有価証券の３億42百万円減少し

たこと等によるものです。

　負債は、170億87百万円となり、前連結会計年度末と比較して１億58百万円減少いたしました。主な要因は、契

約負債（前連結会計年度においては前受金）の６億98百万円、短期借入金の３億73百万円のそれぞれ増加、支払手

形及び買掛金の３億15百万円、未払法人税等の１億10百万円、未払金の３億42百万円、流動負債その他の３億54百

万円それぞれ減少したこと等によるものです。

　純資産は、316億74百万円となり、前連結会計年度末と比較して２億23百万円増加いたしました。主な要因は、

親会社株主に帰属する四半期純利益８億67百万円の計上と自己株式の処分による32百万円の増加、配当金の支払い

による６億87百万円の減少によるものであります。

　この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の64.5％から64.8％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年３月期の業績予想につきましては、2021年５月14日に公表いたしました業績予想に変更はございません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,491 13,318

受取手形及び売掛金 10,530 8,367

電子記録債権 1,477 1,116

商品及び製品 1,494 1,981

仕掛品 4,236 4,996

原材料及び貯蔵品 1,470 1,431

その他 685 872

貸倒引当金 △5 △1

流動資産合計 32,381 32,082

固定資産

有形固定資産 9,183 9,770

無形固定資産 660 809

投資その他の資産

投資有価証券 4,528 4,186

出資金 11 11

長期貸付金 11 6

繰延税金資産 792 810

その他 1,259 1,215

貸倒引当金 △131 △130

投資その他の資産合計 6,472 6,099

固定資産合計 16,315 16,680

資産合計 48,697 48,762

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,591 2,275

電子記録債務 1,015 958

ファクタリング未払金 2,806 2,927

短期借入金 2,188 2,561

未払法人税等 586 476

未払金 765 422

前受金 2,949 17

契約負債 - 3,648

賞与引当金 531 455

役員賞与引当金 76 31

受注損失引当金 126 83

その他 782 427

流動負債合計 14,418 14,285

固定負債

長期借入金 304 282

繰延税金負債 5 2

役員退職慰労引当金 170 143

退職給付に係る負債 1,995 2,029

その他 351 344

固定負債合計 2,827 2,801

負債合計 17,246 17,087

純資産の部

株主資本

資本金 9,197 9,197

資本剰余金 7,926 7,945

利益剰余金 13,366 13,547

自己株式 △805 △784

株主資本合計 29,685 29,905

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,592 1,510

為替換算調整勘定 264 298

退職給付に係る調整累計額 △114 △110

その他の包括利益累計額合計 1,742 1,698

非支配株主持分 24 70

純資産合計 31,451 31,674

負債純資産合計 48,697 48,762
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

売上高 18,225 19,008

売上原価 13,441 13,999

売上総利益 4,783 5,009

販売費及び一般管理費 3,783 4,040

営業利益 1,000 968

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 518 97

為替差益 28 -

業務受託料 49 49

その他 40 39

営業外収益合計 639 187

営業外費用

支払利息 18 24

固定資産処分損 7 0

為替差損 - 6

損害賠償金 10 7

その他 14 12

営業外費用合計 50 50

経常利益 1,588 1,105

特別利益

投資有価証券売却益 86 237

特別利益合計 86 237

特別損失

投資有価証券売却損 1 0

特別損失合計 1 0

税金等調整前四半期純利益 1,672 1,342

法人税、住民税及び事業税 612 458

法人税等調整額 △38 15

法人税等合計 573 474

四半期純利益 1,099 867

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,099 867

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

四半期純利益 1,099 867

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 123 △81

為替換算調整勘定 41 34

退職給付に係る調整額 8 3

その他の包括利益合計 173 △43

四半期包括利益 1,272 824

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,272 819

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 4

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

当該会計基準の適用が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」に表示していた

「前受金」は、第１四半期連結会計期間より「前受金」及び「契約負債」に含めて表示することとしました。なお、

収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替

えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第

28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解し

た情報を記載しておりません。

 （時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。

　当該会計基準の適用が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

　　　　該当事項はありません。
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